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0。 はじめに
副詞的表現 ル ″勧刀リカfθκ/“ακja″αォ。(1)は, しばしばadverbes de maniёr (2)
とみなされる 一
“
ι″′の副詞と交換可能であるが,すべての adverbes de maniёre
が洗 ″'"κリカfθκ/“ακJυκ αJJi.の形態によつて交換可能なわけではなく,両者
が必ずしも等価でないことは明らかである。
ル ″'夕″リカfθ4/″α″a″αォ.による置き換えは,これまでのフランス語の副
詞研究において,多くの場合,―
“
θ″ の副詞を分類するための構文テス トのひと
つとしてしか扱われてこなかった。この形態,特に グ′ν″θ
“
α
“
Jυ″ αォ.について
は,谷口 (1999)でも見たとおり,事行の展開にともなう態度や姿勢を表す表
現手段である (pp.105…107)。この点で adverbes de maniёreとみなされる ″θ″
の副詞 としばしば競合 し,交換可能であるとみなされるわけであるが,当然の
ことながら,この形態は単に ―
“
θ
“
′の副詞の言い換え表現としてのみ存在 して
いるのではない。
本稿ではまず,先行研究の中で示されている ―
“
θ
“
′の副詞とル ″′ν″リカfθκ/
“
α′Jυ
“
αォ.の特性を示 しつつ,あらゆるタイプの 判θ″′の副詞について ル
″'夕κリカσθ4/″ακJaκ αォ。との交換可能性を調査 している Molinier et Levrier
(2000)を概観する (1章).
―
“
θ″の副詞とル ″'夕
“
リカfθ″/“α″ブaκ αォ.の形態の交換可能性については,
これまで,_″θ″′の副詞が adverbes de maniёreとして機能する場合についてのみ
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論じられてきた。しかし我々の調査では,一般に adverbe de phraseとみなされ
るgび″どrαた″θ″′がル ″'夕″の力fθ″/“α′ja″gどηどrαル に言い換えられる例も存在
する。2章では,gご″どrαた
“
θ″′とル ″'ν″リカfθ″/“α′j夕κgび″ど″′θを取り上げ,
両者の使用例の観察を通してル ″'νηリカfθ″/″α′ja″gご燿ど燿た の特性を明らか
にすることを目指す。
1。“″θ
“
″の副詞と ル ″り
“
リカfθ″/″α
“
厖″α4
1-1.adverbes de phrasc と adverbe  de rnaniёr
フランス語において,副詞 (あるいは副詞的表現)は意味の及ぶ範囲の違い
から, adverbes de phraseとadverbe  de maniёr lこ大男可されている。分類の基準と
なつているのは,主にMordrllp(1972)らの構文テス トである。
たとえばMolinier et Levrier(2000)によれば,adverbes de phraseとみなされる
副詞は,(1)否定文の文頭に遊離させて置 くことができる,(2)C'est.¨qucによ
って抽出できない, とい う2つの構文特性 を満たす ものであ り,adverbes dc
manttreとみなされるのは,(1)否定文の文頭に遊離させて置くことができない ,
(2)C'cst.¨qucによつて抽出することができる,とい う2つの構文特性の うち,
どちらかを満たせばよいものである (pp.44-46)。このことから,同じ sο′た
“
θ″
でも,一方では adverbe de phrasび3)(例1),もう一方では adverbe de maniёreF)(例
2)と角峯釈されることになる(5)。
1) Sθ′た
“
θ″′,Paul a acceptё l'invitation de Marie.
1') Sθ″θ
“
θ′′,Paul n'a pas acceptё l'invitation de Marie.
1'') ?C'est sθ″θ″θ
“
′quc Paul a acceptё l'invi ation de Marie.
2)  Paul a rёpondu sθ″θ″ ″′a la question de Maric.
2') *Sottement,Paui n'a pas rёpondu a la questiOn de Marie。(6)
2")C'cSt Sθ′た
“
θ′′quc Paul a rёpondu a la question dc Marie。
また解釈の違いは,sθ′θ
“
θ″′の置かれる位置からも生じる。一般にadverbes de
phraseは文から遊離した位置に置かれ (例3), adverbes de maniёreは動詞のあと
g`んごraJ`協′κ′とグ
`(グ
|“んιリカfθ4/“ακj′″gびκごraJι               71
に遊離せずに置かれる (例4)σ).
3) ao Sθ′た
“
θκ′,Paul a acceptё l'invitation dc Maric。
bo Paul,sθ′θ
“
θ″′,a aCceptё l'invitation de Marie.
co Paul a accept6 1'invitation de Maric,sθ′θ
“
θκ′.
4) Paul a rёpondu sθ′た
“
κr a la question dc Maric.
しかし,5)のように助動詞のあとに置かれる場合には adverbe de phraseとも
adverbe de maniёreとも角牢釈 されてあいまいな文 となった り,
5) Paul a Sθ′た
“
θκ′r6pondu a la question de Maric.
文の最後に遊離 して置かれる場合にも,Guimier(1996)はsθ′た
“
θ″′が adverbe de
maniёreと角翠釈 され うることをキ旨摘 している (p.93).
6) Paul a r6pondu a la question dc Maric,sο′た″θκ′。
1…2.―
“` ″
の副詞 とル ″'ακリカfθ4/“α4jaκ αォ。との交換可能性
1-2-1.adverbes de maniёreの場合
ところで,adverbes de maniёr とみなされる 刊θ″の副詞は,しばしばル ″
′夕″り
力fθ
“
/“ακJaκ αォ.への言い換えが可能である。上の例2)は
7) Paul a r`ponduグ'ν″θ″ακブaκ Sθ′たa la qucstion de Maric.
とパラフレーズでき, さらに本来 adverbes de phrascにみとめられた位置に置か
れても,adverbes de maniёrcとしての解釈 しかできない。
8) a.D'"κθ
“
α″j夕κ Sθ′た,Paul a r6pondu a la question dc Marie.
bo Paul,グ'夕刀θ7ηακjaκ Sθ′θ,a r6pOndu a la question de Marie.
c.Paul a r6pondu a la questiOn dc Marie,グ'"“θ JπακJa″sθ′θ。
しかしながら,すべての adverbes de maniёreが洗 ″′笏κリカfθκ/“ακJυκ αォ.の
形態にパラフレーズできるわけではない。Molinier et Levrier(2000)によれば,ル
″′夕
“
リカfο4/“α4Jaκ αみ の形態にパラフレーズできるのは,adverbes de maniёre
に分類 される副詞6)のうち,adverbes de maniёre orient6s vers le sttetのすべて (例
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9)と, adverbes de maniёr verbaux(例10)やadverbes de maniёre quantiicurs(例
11),adverbes de temps(例12)の一部であるようだθ)。
9) Paul a rёpondu sθ′た
“
′′a la question de Marie。
Paul a rёponduグθ
“
α′j夕″sθ′たa la question de Marie。(M01inier et Levrier
(2000),p.109)
10)Luc a travaillё′κ′′αわた″θ′′。
Luc a travaillёル′7fθ′/“α″j夕″′κ′″bル。(Jbガ.,p.162)
11)MaX a bu″θグどrび
“
θ′′.
Max a buグθ″α′jυ″
“
οグどrどθ。(jbjグ.,p.40)
12) Lc beau temps s'est installёグタrαb′θ″θ″′。
Le beau temps s'est installёル
“
α′′υ″ググ″わた。(めJグ。,p。253)
これ以外のadverbes de point de vuc(例13)とadverbes focalisateurs(例14)
はル ″り″リカgθ′/″α″ja″αォ.を用いて言い換えることができない。
13)Max reSSemble′りS'9夕θ“
θ″′a Luc。
*Max ressemble aし″α″Jυκρ″s,9夕θ a Luc。(jbjグ.,p.233)
14)Max bOit′rJ“θ″αた
“
θ″′le vin。(Jbjグ.,p.273)
*Max boit6た
“
α″jaκ′rj′θ″αたle Vm.
このように,―″θ″′の副詞とル ″'夕″の力fθ″/″α″jυ″αォ.の形態との交換関係
は必ず しも規則的ではなく,同じ分類に属する ―″θ″′の副詞についても交換可
能な場合や不可能な場合がある。
谷口 (2000)で示したとおり,ル″'夕′リカfθ″/″αηJυ″ αォ・の形態では,名
詞 “fa90n(または manttre)"と形容詞 の共起関係がこの表現手段の容認度を
左右していると考えられる。ル ″'夕κリカfθ″/″αttJυκ αォ.の形態における名詞
“fa9on(または maniёrc)"は事行の遂行または展開にかかわる具体的・概念的
要素 (たとえば態度や姿勢など)を指示対象としている名詞である (p.47)。た
とえば次の
15)*Marie pleureグ'夕ηθ
“
α41iaκヵθj′θ.
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では,事行 く〈pleurer〉〉の展開中にみとめられる具体的な態度 0姿勢が “maniёre"
の指示対象 とみな され るわけであるが,「泣いている態度」に対 して facile/
difflcileとい う評価を与えることは不可能であるために非文 と判断される.
上で見たように,adverbes de maniёr verbauxやadverbes de maniёre quantiicurs,
adverbes de tempsの多くがル ″ '夕κリカfθ″/“ακJa″αJJi。の形態によつても表現
可能であるようだが,この場合にもやは り名詞 “fa90n(または maniёre)"と形
容詞 との共起関係のために容認不可となるものが存在する。
16) Max a bless6 Luc“θrたJJg“θ″′.
*Max a bless6 Lucグθヵfθ4/″α″Ja″
“
θrた′た。(JbJグ.,p。137)
17)Max a mang6ど″ο″ど″θ″。
*Max a mangёル
“
ακjaκどκθ77θ。(jbjグ.,p.200)
18)Max va g夕θ′励θκκθ
“
θ″′au cinёma.
?*Max vaル
“
ακJOκ 9νθ′jttθ″κθ au cin6ma。(Jb″,p.268)
また,事行の展開中の様相に直接言及 しないような,adverbes de point de vuc
や adverbes focalisateursとしての役割はル ″勧κリカgθ4/“α
“
Ja″αォ.にはない。
このため,上で見た 13),14)は容認不可能 と判断されるが,名詞 “fa90n(また
は maniёre)"と形容詞の共起関係 とい う観点から見ても,容認不可であること
が容易に理解 されよう.
1…2-2.adverbes de phraseの場合
adverbes de phraseについては,Molinier et Lcvrier(2000)によると,いかなる
タイプの adverbes de phrasび1°)もル ″ 'ν
“
の力fθ″/“ακjaκ αォ.で言い換えること
ができない(11)(p。40,59).
Max fait des ёt■l ;′αrα〃a′θ
“
θκち1l pratiquc un sport de comp6tition.
*Max fait des ёmdes;ルヵfθκ/“ακjaκ′α″′厖た,1l pratique un spo■de
compёtition。(jbj滅,p.60)
島9κ″∂た
“
θ″,Max estindёfendable。(Jb″,p.66)
*Dθυ力fθ4/“ακJa″乃θ″″οた,Max estindёfendable.
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C夕rjθ夕sθ″θ″,Luc n'a rien compris。(jわ〃。,p.89)
*Dθυ力fθ4/“αガa″θ夕rJθν∫θ,Luc n'a rien compris.
Cθr″J″θ″θ″′,Paul a raison。(jbj″,p.94)
*Dθフカfθ′/“α″jaκ θθr″ブ″θ,Paul a raison.
Prνグθ″″θκ′,Paul est rentrё ch z lui。(めjグ.,p.H5)
*Dθ力fθ4/“α
“
′υκ′rググθκた,Paul est rentrё ch z lui。(12)
22)
しかし,我々 の調査で非常に興味深い結果が見られたのは,adverbes de phrasc
のうち,adverbes d'habitudeに属するとされている ィθ″′の副詞,特にgび″″晟″θ″
の場合である。gど″ι″た
“
θ″′は以下のようにル ″'夕″リカfθ4/″α″jO″αJJi。の形
態を用いて言い換えることが可能であったり,
24) Gび″ど″αた″θ′′,Max daCune a la cantine。(プbjグ.,p.81)
D'夕
“
θυ力fθ′/″α′だκgび′どrαた,Max dqcune a la cantine.
逆に,我々 のコーパスの中には,gび′ご″た
“
θ″ と等価であるとみなすことのでき
るようなル″'ν″リカfθ″/″α′j夕κgび′ど″たの例も存在している。
25)D'夕″θ′7σθη gび″ご″た,la peau est sёche,ёcailleuse avec tarissement des
sёcrёtions sudorales et sёbacёes。(E″りθ′qだ清θ〃ど清θαた0夕j′た′(1965),ノ″
Frantext)
Gどηびrα′θ″θ″ち la peau est sёche,ёcailleusc avec tarissement des sёcrёtions
sudorales et sёbacёes。
26) A vingt ans, pourtant, 62 % des flHcs sont scolarisёes, contre 54 % des
gar9ons.五)′ν″θ′ηα′J夕燿7gど′どrα′θ,cnes accomplissent des ёtud s plu longues
et obtiennent de meineurs rёsultats(¨。)。 (二θノИb′αθ,le 25 1tvrier 1998)
A vingt ans, pourtant, 62 % des flnes sont scolarisёes, contre 54 0/。des
gar9ons.Gびκどrα′θ″θ′ち elles accomplissent des ёtudes plus longues et
obtiennent de Fneilleurs rёsultats(¨。)。
これらの例は,ル″'夕′リカfθ″/〃α′J夕″αォ.の形態がadverbes de maniёr とし
てだけではなく,adverbes de phraseとしても機能 しうるということを示してい
るのだろうか。
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2。g湯安れ副レ″ι
“
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2…1.gど刀r滅知θ
“
′, ル ″勧″りヵfθ“
/“α″ブυκ gど″び7ηた と動詞日寺制
ル ″′ν
“
リカfθκ/“α“
jυ″ gびκびκた の使用例を観察すると,文から遊離された
位置,特に文頭,に置かれているものが非常に多い。これは本来 adverbes de phrase
に認められる位置であり,実際,例25),26)のように,adverbe de phraseとされ
るgどκびrαた
“
θ
“
′と交換可能な場合がある。しかし,1-2‐1。で見たように,ル″'"“り
力fοκ/“ακjυ″ αォ.の形態は文から遊離された位置に置かれても,adverbes de
maniёreとしての解釈しかできないはずである。
gび刀″滅物θ″ に代表されるadverbes d'habitlldeは,Molinier et Lcvrier(2000)に
おいて,習慣的事柄 としての解釈を可能とするアスペク ト価値を持つた現在形
または半過去形としか共起しないと定義づけられている (p.79).確かに上の例
24)-26)も現在形とともに用いられている。
ところがル ″'夕κリカθθη/“ακJOκ gびκど“
′θ力｀以下のように,複合過去形とと
もに用いられている例も存在する。
27) D`7ηακjO,τgどκびrα′θ,le prёsident sud―africain siest montrё particuliёrc‐Inent
rёticent a cautionner l'offensive diplomatiquc et ёconolrliquc que inёnen  les
Etats…Unis sur le continent。(Zθ」И9κ`た,lc 30 mars 1998)
Ne me demandez pas de vous donner le nom de mesjoucurs(de f00tball)
prёR;r6s.Pour lnoi,les vingt…deux sont bons.Regardez contre le]Danemark。
Les autres joucurs de llёq ipe de France ont trёs bien tenu la barquco Dりκθ
〃ακj′″ gびκび
“
′θ,jhi 6tё frapp6 aussi par rexp10sion dHcnry, par
l'cxpёrience de DugaFyp et par Barthez aussi,qui rigole sous les boulets.oθ
iゐκグθ,lc 29juin 1998)
我々の調査では,複合過去形 とともに用いられる ル ″'窃
“
リカfθκ/“ακjaκ
gど刀ご″た のすべてにおいて,gど4び
“
た
“
θ
“
′で置き換えた場合に非文となる結果が
出た。このことから,ル″'夕
“
リカfθ4/“α
“
Jυκ gどηびrαた が,もはや adverbe
d'habitlldeとしての gど
“
び紹ル
“
θ″ と等価であるとみなすことができないのは明ら
かである。
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2-2.adverbe de manttreとして機能するル″'ν″リカfο′/″α″J夕″gど″びrαた
さらにル″り″リカfθ″/“α′Jυ″gび′どrαたの使用例を見てみよう。
29) C'est parce que les seins nus, les cuisses nues, les ёpaule n e  de Lady
E)iana se vendaient plus cher que les fesses nues du prince Charles,que Lady
Diana est Ⅱ[orte.Clest parce quc,グリ″θ″α″Jみでgび
“
びrαた,nlilmporte quelle
paire de seins est plus''vendeuse"que niilnporte qucne paire de fesses inales
que Lady Diana cst morte。(Zθルわ″グθ,le 3 septempbre 1997)
Conllnent tenir pour responsables de la inort de J6sus lcs Juifs de la diaspora
ctグ'ν″θノbfθ4 gび′どrαた,tous ceux qui nc se trouvaient pas a Jёrtlsalerrl?
(Green,力νr′αノ(1949),シT.L.F。,t。8,p.565)
Le mobilier de jardin suit aussi des mOdeso Chaque boutique propose ses
basiques(gage dlune signalure),cherche rexclus市itё pour son image,et suit,
avec quelques piёces,les tendances de llannёo Pour cette saison,ce sont le
bleu, le lmauve, ct aたノ物fθ″′ノタsgど′どrαた, les pastels, qui co10reront les
jardins.oθ」И9′ル,le 21 mars 1998)
La loi du 23 juillet prёcise qu'est considёr comme accident du travail
l'accident survenu pendant le traJet d'aner et de retour entre:(¨。)le li u du
travail et le restaurant,la cantine ou,θlν′θ
“
αηJ夕″θ plus gど′ごrαノθ le licu oふ
le travailleur prend habituellement ses repas.(PαJ′ 清αノθ′″αブ″
`た
グ
“
J′
(1962),′″T.L.F。,t。1,p.363)
30)
これらの例の中でル ″'夕″リカ θゞ″/″α″Jaκ gど″ど″た がかかわっているのは,
いずれも付加情報である。より厳密に言えば,個々 の事例を包括する普遍的な
概念である。上の例の,〈 les scins nus,lcs cuisses nues,les ёpaules  d  Lady Diana
sc vendaient plus cher que les fesses nues du prince Charles〉〉に太ドケる 〈nlilTlporte
quelle paire de seins est plus'ivendeusc"que n'importe qucne paire de fesses lnales〉〉,
〈les Juifs de la diaspora〉〉に文lする 〈tous ceux qui ne se trouvaient pas a Jёrllsalem〉〉,
く(le bleu,le mauve〉〉に対する 〈les pastels〉),〈くle restaurant,la cantine〉〉に対する
〈le licu oふle travailleur prend habhellement ses repas〉〉,はそれぞれ後者が前者の
内容をより普遍的な表現で提示しなおしていると捉えることができる。
これらの例からも,ル″'夕″リカfθ“/“α″J夕κgび″び″た がadverbes d'habitudeの
価値を持たないことは明らかである。売 ″'夕″リカfθ″/″α″だ″ gび
“
ど″た が文中
g勧復夕αル
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の要素に対 して,普遍的概念を提示する表現であるということは,つまり,こ
の表現が文の構成素とかかわる adverbes de maniёr として機能していることの
表れであろう。
ところで,ル″'"κリカfθκ/“ακjOκ αォ.の形態が事行の遂行または展開にか
かわる要素であることは,1_2‐1.で述べたとおりである。
33)Paul a r6pOnduグ'γ
“
θ
“
ακブaκ Sθ′たa la question de Maric。
では,〈〈rёpondre a la question〉〉が, さまざまな捉え方の中でも 《sot〉と判断さ
れるあり方で展開していることを示している。
同様に,ル″′νηリカfθκ/“ακj夕κ gび
“
びrαル を用いる場合も,該当する事行の
あり方が く〈gёnёral〉であると判断されているのである。29)では,ダイアナ妃
の死の理由として 〈n'importe quelle paire de seins est plus‖vendeuse‖que nim orte
quclle paire de fesses males〉〉の存在が 〈g6n6ral〉〉なものと判断されているので
ある。
30)-32)では,付加情報を導く事行が省略されているとみなすことができ,
30')Conllnent tenir pour responsables de la mort de Jёsu  tou ccux qui ne sc
trouvaient pas a Jёrlls lem?
31')Pour cette saison,ce sont les pastels qui coloreront lesjardins.
32')La loi du 23 juillet prёcise qu'est considёrё comⅡle accident du travail
l'accident sulvenu pendant le trttet d'aller et de retour entre le lieu du travail
et le licu ot le travailleur prend habituellement ses repas.
いづドオしt), べPはり 〈tenir pour responsables de la inort de J6sus tous ceux qui ne se
trouvaient pas a Jёnlsalelm〉〉,〈〈les pastels coloreront les jardin〉〉,〈〈suⅣnir pendant le
trttet d'aller et de retour entre le licu du travail et le licu oふe travailleur prend
habimellement ses repas〉〉が 〈gёn6ral〉〉と捉えられるあり方で展開していること
を示しているのである。
ル ″′νκリカfθκ/“α″ブaκ gび″どrαた が本来adverbes de maniёr に許される位置で
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“
θ″とごι(グレ′ιリカfθ4/“α′j′″ga牧クθ′ι
ある,動詞の直後に遊離されずに置かれる場合にも,
II n'y a pas de distinction prёcise de sens entre ルッ
“
gど et ル74gJθ4.
Cependant,ce demier attectif est employёグ'夕″θヵfθ′′ルSgび
“
び″た,ルッ″gび
ne s'appliquant qu'a certains ёlёments anatomiques。(Djθ′jθ″″αjκ夕αηfαおグθ
“
びグθθj′θθ′グθら′θわgJθ(1970),jη TLF,t.10。p。1015)
.lPcut―etre certains seront―ils dё9us, reconnaFt Mauricc Merlet, chef de la
prёvision au Centre national de Toulouse. Mais une tene prёvisi n
(mёtёOr010giquc)ne peut etre exprimёe qucルヵfθκ gどηびrαル,ct ron ne
pourra offrir des dёtails prёcis avant de longucs annёes.‖(Zθプレb″グθ,le 16 1nai
1998)
く〈employer ce demier attectif〉〉,〈〈exprimer unc telle prё宙sion〉〉力｀ く〈gёnёral〉と半J
断されるあり方で展開し,また文脈などから想像できる個々の事例を包括する
ようなより大きな枠組みで捉えられるものとして提示している。
以上のことから,ル″'ν“リカfθ
″/“α″jυκ gごηど″た は普遍的な概念を提示す
ることで,その概念を含む事行が く〈gёnёral〉〉と判断されるあり方で展開してい
ることを示す adverbe de maniёreとしての機能を持つ表現であると言える。
2-3.gび″どrαた
“
θ″とル ″'夕′リカfθ
“
/″α′J夕κgび
“
びrαた の競合
gど″び″′θ
“
θ′′はadverbe de phraseとして,ル″'夕″り/考θ′/″α″j夕″gど
“
び″た は
adverbe de maniёreとして機能する表現である。しかし,例24)-26)のように両
者が交換可能な場合もある。性質の異なる2つの表現が同じ文脈で使用できる
のはなぜだろうか。
gび′どrαル
“
θ′′は,2-1.でも述べたように,習慣的事柄としての解釈を可能とす
る単純形の動詞 としか共起せず,時の流れの中における事柄の反復性に言及す
る表現であり,習慣的であると判断するに足る頻度で現れる事柄を導く。これ
に対してル ″'夕″の力fθ4/″α″Ja″gど″ど″た は,該当する事行がより普遍的なも
のとして存在することを示すのみで,頻度とは無関係の表現である。そのため
複合形の動詞とも共起するのである。
つまり,gどκどrα′θ
“
θ
“
′は頻度という側面から,そしてル ″'夕″リカfθ4/“α″Jaκ
ga復ヶαJι
“
ι″とル (グ物んιリカfθれ/“αんj′″ga″αJι         79
gびκ″αル は普遍性という側面から事柄の一般性を示す表現とい うことになる。
文脈によっては,両方の解釈の可能となる場合があり,その際に gび″びrαた
“
θ″
とル ″′クκリカfθ4/“αηJaκ gごκび″た が競合すると考えられる。上の例24)-26)
以外に,31),32)でも gびηどrαた
“
θ
“
′を用いることが可能であると判断するイン
フォーマントもいた。〈lcs pastels coloreront les jardin〉〉,〈〈le travaillcur prend
habhellement ses repas》の頻度の高さの面から事柄の一般性を捉えることも可
能なため, 2つの表現が競合して用いられるようである。
3。 まとめ
ル r'ακりヵfθκ/“α4Jυκ αォ.の形態は,フランス語の副詞研究において常に―
“
θ″ の副詞との関係で捉えられ,実際,競合 して用いられ うることも多い.し
かし両者の間に規則的な関係はなく,ル″′νκリカfθκ/“α4jaκ αォ.が単に―“
θ
“
′
の副詞の言い換え表現としてのみ存在しているのでないことは明らかである。
一般にadverbes de phrascに属する ―
“
θ
“
′の副詞は ル ″'γκリカfθ″/“ακjυκ
αォ.の形態による言い換えができないとされているが,adverbes de phraseに分
類されるgど4どκた″θ
“
′とル ″'aκの力fθκ/“α
“
JOたgど
“
ど″ル の交換可能な例が存
在する。売 ″'7″リカfθ4/“ακJaκ gびκびrαル は,一見 adverbe de phraseとして振
舞 うかのように思われるが,普遍的な概念を提示することによつて,言及する
事行が く〈g6n6ral〉〉と捉えられるあり方で存在 していることを示す adverbe de
maniёreである。
gび
“
ど″た
“
θ″ とル ″'夕刀リカfθ4/“ακJ夕κ gどκび″た が競合しうるのは,文脈に
よつて,頻度とい う側面から事柄の一般性を示す gどκど隠た
“
θ″ の解釈と,普遍
的事柄を提示するという側面から事柄の一般性を示す ル ″′νηリカθθκ/“ακJaκ
gどんどκル の解釈の両方が可能になることに由来するものである。
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“` ″
とル (グレ′θリカfθ4/“α4j′″gaa“ガθ
注
1。 ルカσθ″/“α″j夕″αJJiっグ'夕′θヵfθ″/″α″j夕″αォ.の形態については,区別なく使用され
ていることが多く,本稿も区別せずに用いることとする。しかしインフォーマント調
査では,たとえば
Max a chantёル′7σο″αグ″j″らた/ル″α″j夕″αグ“
J″bた。
の場合,ルヵfο″
“
腸j″bた のほうが容認度が高いとする判定などもあり,完全に等
価なものではないと考えられる。
2.adverbes de maniёreという用語についてはそのあいまい性がGary…P」eur(1982)などで
も指摘されているが (グGary‐PHcur(1982),p.16),ここで言うadverbes de maniёr と
は文の構成素にかかるものすべてを対象とする。たとえば以下の ″asやbθα夕εoηな
ども,文の構成素 (ッj′θ,αj“θr)とかかわりを持つadverbes de maniёreとみなされる。
Paul parle rras vite.
Paul aime bθανθο″ρ la cuisinejaponaise.
3.厳密には,Molhたrによつてadverbe de phrasc oHentё vers le s司etと呼ばれるもの。
4.厳密には,MoHntrによつてadverbe de manttre o五entё vers L sttetと呼ばれるもの。
5。 以下の例文 1),2),およびパラフレー ズはM01inier(1985)による (グMolinier(1985),
pp.321¨326)。
6.adverbe de phraseとして機能するsο′た
“
θ″′の場合には非文ではなくなる。
7.Molinier(1985),pp.324¨325,Molinier et Lev五er(2000),pp.108-Hl,130などを参照。
8。 以下で見るadverbes de maniёr o五entёs vers le ttet(文の主語の性質にも言及するもの。
α能′′jソθ″θ′4 αttjθ夕Sθ″″4b教″θ′′など),adverbes de maniёre verbaux(事行のみに
かかわるもの。b″s9″θ″θ″4カ″′″J′θ″θ″4J″′どrlia″
“
″θ″′など),adverbes de maniёre
quantineurs(量や程度を表すもの。′ras,b`α
“
cο響,ど″οmι“` ″
など),adverbcs de point
de vuc(観点を示すもの。ε力加″″` ″θ″44フル〃θ″4′′″g″な′
j9夕θ
“
θ″ など),adverbes de
temps(時間的概念を表すもの。″αJ″′θ″α″ちαε′θJFa″θ′4 αθθjル″たJJa“θ″ など),adverbes
focalisateurs(文の構成素を焦点化するもの。αα教物θ″あ″
“
解閉θ″あ′α″jθν′j薇笏θ″′な
ど)の6つ。
9.Guimier(1996)では一部のadverbes de maniёre o五entёs vers le sttetについて言い換えの
難しいことを指摘している (pp.60¨1)。
Pierre m'a ёcoutё εο″ρねlisα″″θ″′/?*グ'夕″θ″α′J夕″θ εοttψルなα″′θ.
Pierre rёpondit α″夕″″θ′′/*グ'夕″θ″α″J夕″α
“
夕″。
Picnie attendait JttPα′jθ
“
〃θ′′/*グ'夕′θ
“
α″′タパθj″ρα′jθ″′θ le rёsultat des concours.
我々の調査でもインフォーマン トによつて判断が分かれている。上の例での
c"7ルな"物θ″′/グ'夕″θ“α″だ″ θ"7ル
おα″′θは交換可能と判断するインフォーマント
ga復クθJι
“
ιん′とル (グレんθリカfθん/“ακj′″ga″αJ`
が多かったが,α
“
ン笏θ
“
′/グ′
"″
θ
“
ακjaκ α
“
夕″,j切りα′J″脇θ″′/グ'夕″`〃
α″j夕κ J″Tα′jθ″
`θ
では判断が分かれた。
10。adverbcs dephrase cottonCtiR(前文の内容や先立つ文脈 との関係性を示すもの。θ″ονた ,
αッた
“` ″
,′α″舵勧 θ″′など), adverbcs dc phrasc dittonCtifS de style(発話行為にかか
わるもの。グ'″ras札ル
“
θヵθ
“
θ″′,力ο″″教知θ″′など),adverbes de phrase dittonCtifS
d'attitudc(adverbes d'habitudc(習慣性を表すもの。グ'θ〃J″αた,gι″ご″ル
“
θ′′,力αbttθJJa―
“
θ″′など),adverbes 6valuatiお(発話に対する話者の感情的評価を表すもの。εげjθ
"Sθ
―
“
θ″,力θν″
“
sθ
“
θ″′,“αttθν″夕sθ
“
C″′など),adverbes modaux(発話の蓋然`性を示すも
の。′θ″_∂′κ,″ρα″物 θ″′,θθr″J″θ
“
θ″′など),adverbes d'attitude o五en ёs vers le sttet
(文全体 を修飾す る と同時に文の主語の性質にも言及す るもの。 J“た〃なθ
““
θ″′,
′″ル
““
θ″′,sO′た
“
θ″ など)の4つを含むグループ)の3つ。
H。ただし,adverbes dc phrase cottonctifSに分類されるブ滋ゅ
`″
グα
““` η` ル
Ⅳ はル ″り″り
力fο″/″α″′aκ αJJi.に言い換え可能なようである (グMolinier et LevHer(2000),p.60)。
ルグクθ″あ〃
“
θ″′de cela,Luc pr6Rre abandonne■
Dθ力σο″/“α
“
′夕″J″ぃヽ θ″グαれたde cela,Luc prёtre abandonne■
12.adverbe de maniёr として解釈される場合には可能 .
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